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　皆様こんにちは。天塩町地域おこし協力隊の前川です。
　２月３日の節分の日、認定こども園「おひさま」では園児たちが豆まきを
したと聞きました。そこで「北海道では、どんな豆をまくのか︖」と気にな
り調べてみました。
　節分でまかれる豆は主に大豆と落花生の２種類です。近年は衛生面やアレ
ルギーへの配慮から、個包装の豆やお菓子を使う例も増えているようです。
地域差を見ると、北海道・東北・新潟・長野などの雪国では落花生が主流で

落花生︖大豆︖　節分の豆事情

す。九州でも落花生の産地である宮崎・鹿児島では落花
生がまかれます。それ以外の地域では大豆が一般的です。
　もともとは大豆をまくのが主流でしたが、雪国で落花
生が広まった理由には
・雪に埋もれても見つけやすい
・地面に落ちても殻があるので中身は食べられる
・栄養価が高い
といった点が挙げられます。北海道では昭和 30 年代ご
ろに普及したと言われています。
　節分の起源は平安時代の宮中行事「追儺（ついな）」で、
悪霊を祓う儀式が民間に広がる中で豆まきの形が定着し
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ました。地域ごとに掛け声や豆の種類が異なるのも、長い歴史の中で育まれた文化です。
　旭川周辺では「旭豆」という豆菓子をまく家庭もあります。また、落花生文化が根づいた地域でも、神社や
寺院の節分祭では伝統を重んじ大豆が使われています。
　認定こども園「おひさま」の豆まきでは、紙製の豆を使って鬼退治を楽しんだとのこと。時代に合わせて形
を変えながらも、節分を楽しむ気持ちは変わらず受け継がれていると感じます。
　ちなみに、私の出身地・岩手県釜石市では落花生をまいていました。同じ日本でも節分の風
景が少しずつ違うのは興味深いものです。


